
 

 

  

 

                                                                        

 

 

 

 

 

一日
いちにち

の計
けい

は朝
あさ

にあり、一年
いちねん

の計
けい

は元旦
がんたん

にあり… そして人生の計は○○にあり       

校 長   内藤 千春 

新年のスタートにあたる３学期の始業式で、この話をしましたが覚えていますか。 

将来、どんな素敵な人にあなたはなりたいですか？理想とする人いますか？ 

優しい人、親切な人、明るい人、強い人、正直な人、頼りになる人… 

どんなことができるようになりたいですか？ ３学期の目標は、 

素敵な人になるための目標。しっかりと考えて実現できるように 

実行してください。 人生の計は、今にあり。… 

鳥屋学園では、授業や行事などの活動は、自分事としてしっかり考えたり体験したり頑張って

いくこと。もし、やりたくない、苦手と逃げたくなったら自分事スイッチを入れて自分の心をコン

トロールする“自律”できる学園生に。そして、学んだことできるようになったことを増やしてい

く“見識を高める”学園生に。さらに、自分のためだけでなく、みんなのために、”見識”を使って

自分の意見（考え）を発言し、行動し、よりよくみんなと共に生活（活動）する“貢献”する学園生を

育てていきます。これが、今年も鳥屋学園の先生方の目標です。 

  昨年に答えてもらった教育活動アンケートの結果から、うれしい結果が見えてきました。  

左図は、自分が今年、成長したところ（できる

ようになったこと）についてみなさんが記入し

てくれた文章をAIによって、見える化したもの

です。たくさん使われた言葉が大きく表れます。 

人前で話せる意見が言えるようになった。算

数、国語、（勉強）できるようになった。リーダー

としてリーダーシップを発揮。コミュニケーショ

ン能力が高まった。ダンス・てつぼう…できるよ

うになった。自分事で頑張った人ほどたくさん

書けます。 

さらに、次の図は、自分の成長につながった

教科、行事や活動について記入した結果です。 

輝鳥祭の学校行事、カラオケ大会、わかりや

すい授業に練習の大切さ、わかばっこ班で協力

したこと等。自分事として頑張った人ほど自分

の成長がわかり、頑張りどころに気が付き、素

敵な人へ近づいていきます。2025年も積み

重ねましょう。   User Local AI テキストマイニング使用 

鳥屋学園だより 
〈鳥屋学園の教育目標〉    【自律・見識・貢献】 

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と 

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。            `       除夜の鐘…初詣      

鳥 屋 学 園  

令和６年度 

1月号 

1・31 
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